
0一クロ・アニリンの分解度試験成績報告書

∠　試験期間　 昭和50年9月9日～昭和50年／0月20日

ユ試料名　0一クロロアニリン（試料垢K－14／）

　　　分子式　　o・王LC躯

　　　構造式

　　　　　　　　　　　NH旦

　　　　　　　　　くア

3・　試験方法及ぴ条件

繍三1｝一・一…解匿…る

　31　試験装置

　　　　　酸素消費量自動測定機

　ユ2　酸素消費量測定

　　　　　3！の記録による

　33　生分解試験後の直接定量法

　　　（aプ使用分析機器

　　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　　ガスク・マトグラフ　検串器皿1）

　　　　　　紫外可視自記分光光慶：計

（b）　分析試料の前処理

験

・遠心分離（15009X／0分）

・上澄液分取

llT・c計試料 吸光光度計試料

悸．験液
　　　　←クロロホルム　90mユ

　　　　。抽出（振とう　1∫分聞）

（c）

睡」　　如・ホル蠣
1

　　　　　　　　　　　　・／oo皿定容

　　　　　　　　　　　　←内標準（0一クロルニトロペンゼ7）500聖血

　　　　　　　　　　　　　　と1：！に混合
　　　　　　　　　　＿⊥～

　　　　　　　　　1繭

分析条件

　全有機炭素分析計（T　OきG計）

　　流速　丁σ回路　200血1／miu

　　温度　Te炉　　840℃
　紫外可視自記分光光度計（吸光光慶：計）

　　波長・ZOマn皿～370τ皿
　　スサツト幅　　　　　　41皿

　　使用セル　　　石英セル　1㎜
　ガスクロマトグラフ（〔｝C）検出器F工D

　　キャリアガス　　施
　　充てん剤　鰯アピエゾソL／クロモソ〃●W
　　ガラスカラム　　．2mmφX．2m

　　カラム温度　 ノ00℃



“　試験結果

分解度（％） 付　　　図 付　　　表

酸素消費量による結果 27 ／
一

To　c計による結果 0 2 ！

吸光光度計による結果 35’ 3 2

GGによる結果 孫7 4 3

よ　そ　の　他

　　　操作上借に問題と左ることはなかった。

以 上


